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参議院議員提出法案（同年 12 月 5 日臨時国会閉会）
議 案 種 類　参法
議案提出回次　203
94　　（桃山法学　第35号’21）
議 案 番 号　13
議 案 件 名 生殖補助医療の提供等及びこれにより出生した子の親子関
係に関する民法の特例に関する法律案
議 案 提 出 者　秋野　公造君外四名
衆議院予備審査議案受理年月日　令和 2 年 11 月 16 日
衆議院予備付託年月日／衆議院予備付託委員会／
衆議院議案受理年月日　令和 2 年 11 月 20 日
衆 議 院 付 託 年 月 日／衆議院付託委員会　令和 2 年 12 月 1 日 ／ 法務
衆議院審査終了年月日／衆議院審査結果　令和 2 年 12 月 2 日 ／ 可決（法
務委員会）









参議院議案受理年月日　令和 2 年 11 月 16 日
参 議 院 付 託 年 月 日／参議院付託委員会　令和 2 年 11 月 16 日 ／ 法務
参議院審査終了年月日／参議院審査結果　令和 2 年 11 月 19 日 ／ 可決（法
務委員会）
参議院審議終了年月日／参議院審議結果　令和 2 年 11 月 20 日 ／ 可決（本
会議）
公布年月日／法律番号　令和 2 年 12 月 11 日 ／ 76
衆議院「議案審議経過情報」衆議院ＨＰ，
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_gian.nsf/html/gian/keika/1DD0 





































































































































































































































































































































































































































































































































  二 　 政府は，血縁のある子をもうけることを推奨するような誤解を招く
ことや，子をもうけることが人生のプロセスとして当然かのような
印象を与えることがないよう，適切な措置を講ずること。
  三 　 政府は，本法第三条第三項に規定する精子又は卵子の採取，管理等
の安全性の確保の要請は，胚についても及ぶことを踏まえた措置を
講ずること。








  五 　 政府は，生殖補助医療及び不妊治療の効果に関するインフォームド・
コンセントを尊重したカウンセリング体制の強化並びに生殖補助医
療及び不妊治療への社会の理解の促進を図ること。










  八 　 政府は，養育里親，特別養子縁組等多様な選択肢の周知と支援体制
を強化し，多様な生き方及び多様な家族の在り方を保障するための
取組を推進すること。
  九 　 政府は，生殖補助医療及び不妊治療の研究において，ヘルシンキ宣
言及び国の研究指針等が遵守されるよう努めること。















































国立国会図書館「第２０３回国会 参議員 法務委員会 第３号 令和 2 年 11 月
19 日」国会会議録検索システム，https://kokkai.ndl. go. jp/#/detail?minld=




































国立国会図書館「第２０３回国会 参議院 本会議　第４号　令和２年 11 月
20 日」国会会議録検索システム，https://kokkai.ndl.go. jp/#/detail?minld=





















































































































































































































  二 　 政府は，血縁のある子をもうけることを推奨するような誤解を招く
ことや，子をもうけることが人生のプロセスとして当然かのような
印象を与えることがないよう，適切な措置を講ずること。
  三 　 政府は，本法第三条第三項に規定する精子又は卵子の採取，管理等
の安全性の確保の要請は，胚についても及ぶことを踏まえた措置を
講ずること。






















  八 　 政府は，生殖補助医療及び不妊治療を利用する当事者及びそれによ
り生まれる子への偏見を防止するとともに，不当な差別を禁止する
ために必要な措置を講ずること。
  九 　 政府は，養育里親，特別養子縁組等多様な選択肢の周知と支援体制
を強化し，多様な生き方及び多様な家族の在り方を保障するための
取組を推進すること。




















































国立国会図書館「第２０３回国会 衆議院 法務委員会 第３号 令和２年 12 月
2 日」国会会議録検索システム，https://kokkai.ndl.go. jp/#/detail?minld=



































国立国会図書館「第２０３回国会 衆議院 本会議 第９号 令和２年 12 月
４日」国会会議録検索システム，https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?minld=
120305254X00920201204&current=1, 2021 年 5 月 23 日

